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茂原市議会定例会会議録（第４号） 

平成30年３月２日（金）午前10時00分 開議 

○議長（鈴木敏文君） おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

 現在の出席議員は20名であります。したがいまして、定足数に達し会議は成立しました。 

                ☆            ☆              

議 事 日 程 

○議長（鈴木敏文君） 本日の議事日程はお手元に配付してありますので、それにより御了承

願います。 

                ☆            ☆              

議案第１号から第36号までの質疑後委員会付託 

○議長（鈴木敏文君） それでは、これより議事日程に基づき議事に入ります。 

 議事日程第１「議案第１号から第36号までの質疑後委員会付託」を議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 最初に、議案第１号「平成29年度茂原市一般会計補正予算（第６号）」について質疑を許し

ます。ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第２号「平成29年度茂原市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第１

号）」について質疑を許します。ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第３号「平成29年度茂原市特別会計介護保険事業費補正予算（第２

号）」について質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第４号「平成29年度茂原市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第

２号）」について質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第５号「平成30年度茂原市一般会計予算」についてでありますが、本案

は、議会運営委員会の協議に基づき予算審査特別委員会を設置し、その席で細部について審査

を願うこととし、本議場においては、市長の政治姿勢等に係る大綱のみについて質疑を願うこ

ととしたいと思いますが、御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鈴木敏文君） 御異議ないものと認めます。したがいまして、そのように決定しまし

た。 

 それでは、議案第５号「平成30年度茂原市一般会計予算」について、大綱的な質疑を許しま

す。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第６号「平成30年度茂原市特別会計国民健康保険事業費予算」について

質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第７号「平成30年度茂原市特別会計下水道事業費予算」について質疑を

許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第８号「平成30年度茂原市特別会計農業集落排水事業費予算」について

質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第９号「平成30年度茂原市特別会計駐車場事業費予算」についての質疑

を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第10号「平成30年度茂原市特別会計介護保険事業費予算」についての質

疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第11号「平成30年度茂原市特別会計後期高齢者医療事業費予算」につい

ての質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第12号「茂原市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準

等を定める条例の制定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第13号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 



－ 201 － 

 なければ、次に議案第14号「特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第15号「茂原市教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第16号「茂原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第17号「茂原市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制

定について」質疑を許します。平ゆき子議員。 

○５番（平ゆき子君） 国保税の賦課徴収条例の一部改正ということで、お伺いをいたします。

詳しくは参考資料の５ページに、今回、広域化に伴って基礎課税額に係る所得割額及び平等割

額の変更ということで、所得割の税率８％から7.8％へ、平等割額を２万4000円から２万2000

円へ変更する、引き下げの条例改正なんですが、国保税を何とか引き下げてほしいというもの

に対しては評価できるんですけれども、国保税の中の税率には所得割や平等割、均等割という

のもあるんです。ここで所得割と平等割の税額を変更した理由を、まずお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（鈴木敏文君） 当局の答弁を求めます。市民部次長 岡本弘明君。 

○市民部次長（岡本弘明君） 所得割を引き下げることによりまして、所得のある世帯の負担

を、また平等割を引き下げることによりまして低所得世帯の負担をそれぞれ軽減することがで

きますことから、今回議案として上程させていただいたところでございます。以上でございま

す。 

○議長（鈴木敏文君） 平ゆき子議員。 

○５番（平ゆき子君） 要するに、均等割のほうに手をつけたら、どっちかといえば、人数か

らいっても高額の人も影響が出て、なるべくなら低所得者のほうにも税率が下がるようなやり

方をしたと捉えてよろしいんでしょうか。 

 今回の引き下げにより影響はどの程度まで及ぶのか、まずお伺いしたいのと、また、今後さ

らなる引き下げの見込みはどうなのか、お伺いをいたします。 

○議長（鈴木敏文君） 市民部次長 岡本弘明君。 
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○市民部次長（岡本弘明君） 今回の改正によりまして、国保加入者のうち、課税限度額超過

世帯を除きます約１万4500世帯、約２万3000人の方々の総額、税額にいたしまして約4300万円

の負担軽減になるものと見込んでおります。今後は、特定健診の受診率の向上、そして糖尿病

性腎症重症化予防など、被保険者の健康への関心を高めるために保健事業を充実させることに

よりまして医療費の抑制をいたしまして、被保険者の皆様の負担が過大になりませんよう努め

てまいる所存でございます。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 他にありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第18号「茂原市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第19号「茂原市児童遊園設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第20号「茂原市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第21号「茂原市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」疑

を許します。平ゆき子議員。 

○５番（平ゆき子君） 第７期介護保険事業計画においての保険料見直しの内容なんですけれ

ども、この間、第７期見直しの保険料は高齢者に負担にならないように引き上げないでほしい、

また、そこら辺を担当のほうでは極力努力してほしいというような質問を幾度かさせていただ

いたんですけれども、そのときに答弁いただいたのは、準備基金で対応したいという内容でし

た。これも保険料の上昇を抑えるといいながら、見てみますと、第６期の保険料と比べると上

がっているんです。ただ、その保険料にしても抑えたということであるなら、準備基金をどの

程度投入したのか。また、基金投入によりどれくらいこの保険料が抑制されたのか。さらに、

取り崩し後の基金は幾ら残っているのか、このあたりをお伺いいたします。 

○議長（鈴木敏文君） 当局の答弁を求めます。福祉部次長 鈴木祐一君。 

○福祉部次長（鈴木祐一君） 第７期介護保険事業計画においては、介護給付費準備基金の今

年度末見込み額６億5900万円余のうち４億9000万円を充当することで、保険料基準額を年額６
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万5568円から６万円に抑制をいたしました。また、取り崩し後の基金残高は約１億6900万円と

なる見込みでございます。以上です。 

○議長（鈴木敏文君） 平ゆき子議員。 

○５番（平ゆき子君） ６億5900万円の準備基金があったうち、約５億円近いお金は投入しま

したということなんですけれども、準備基金が１億7000万円近く残っているわけですけれども、

そもそも準備基金という財源は、もともとは１号被保険者の保険料が余剰金として積み重なっ

てきたものであり、１号被保険者の保険料を抑えるためだったら、全額取り崩しても何もおか

しいことはないと、このように常々言っているんですけれども、そこら辺のところはどうなん

でしょうか。今、いろいろな面で税が上がっているという中で、少しでも下げようという努力

はされたと思います。でも、ここら辺のところ、全額でもという心意気を出していただけなか

ったのかなと、そのあたりをお伺いいたします。 

○議長（鈴木敏文君） 福祉部次長 鈴木祐一君。 

○福祉部次長（鈴木祐一君） 介護給付費準備基金につきましては、計画期間３年間の介護給

付費が推計を上回った場合に保険料の不足が生じないよう、ある程度の残高が必要であること

から、全額を取り崩すことは難しいものと考えております。以上です。 

○議長（鈴木敏文君） 平ゆき子議員。 

○５番（平ゆき子君） この介護保険、サービス料が増えたり、また、施設整備を行ったり、

介護職員の労働環境をよくしてほしいとか、こういったことをすれば、すぐに保険料とか利用

料にはね返ってくるという、根本的な矛盾を抱えた制度なんです。今度は第７期になりますけ

れども、第６期の期間まで何度も見直しをやってきて、そのたびごとに保険料は上がってきた

んです。ただ、茂原市は１回だけ保険料を抑えたという英断をされたときがあったので、それ

はそれで評価します。こういったことをどんどん重ねると、厚生労働省の見通しでは、今の高

齢者がピークになる2025年には、保険料が月額8200円にまで引き上がるということです。保険

料とか利用料、まして利用料は１割から２割、３割ときています。そういう高騰を抑えながら

制度の充実や基盤の充実を図るために、そしてこの制度を持続可能な制度とするためには、公

費負担の割合は絶対に大幅に増やすしかない。国の負担割合を引き上げるように要望すべきで

はないかと思うんですが、この点はどうお考えでしょうか。 

○議長（鈴木敏文君） 福祉部次長 鈴木祐一君。 

○福祉部次長（鈴木祐一君） 今後、さらなる高齢化の進展に伴い、継続的な保険料の上昇が

見込まれ、被保険者の負担増などの影響も考えられるため、毎年、国に対し、全国市長会を通
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じて確実な25％の国庫負担と公費負担割合の増額要望をしておるところでございます。以上で

す。 

○議長（鈴木敏文君） 他にありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第22号「茂原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第23号「茂原市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第24号「茂原市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部

を改正する条例の制定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第25号「茂原市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定につい

て」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第26号「茂原市中小企業融資等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第27号「茂原市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の

一部を改正する条例の制定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第28号「茂原市に都市公園条例の一部を改正する条例の制定について」

質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第29号「契約の締結について」質疑を許します。竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） 議案第29号につきまして、茂原市学校給食センターの契約でございま

すけれども、これは去年11月29日に全員協議会で資料が配布されておりました。民間業者を募
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集して、平成29年度内で民間業者を選定して契約を締結すると、こういう説明の中で、今回議

案として出てまいりました。そこで、幾つかお尋ねしたいと思います。 

 まず、これは茂原市にとって初めての手法でありますＰＦＩを取り入れた事業にしようとい

うことでございますが、取り入れたことに対して、ＰＦＩ、そしてまたＢＴＯについての説明

をお願い申し上げます。 

○議長（鈴木敏文君） 当局の答弁を求めます。教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 建設に当たりましてＰＦＩの手法を取り入れた理由につきまし

ては、本市で平成19年に作成いたしましたＰＦＩ導入基本指針、茂原市学校給食センター基本

計画に基づきまして、設計、建設、運営などの個別に市が発注していました従来方式とか民設

民営方式など、５つの方式につきまして比較検討を行いました。その結果、設計から建設、厨

房機器の整備、調理の運営を一体で当初から計画することにより各業者間での連携が図られ、

また、費用の比較検討をした場合、事業費の削減が図られる、また、費用の支払いが平準化さ

れること、こういう面を総合的に判断いたしまして、ＰＦＩの手法を取り入れたところでござ

います。 

 また、ＢＴＯ方式の説明でございますが、ＢＴＯ方式もＰＦＩの手法の一方式でございます

が、民間事業者が本施設の設計及び建設を行った後、市に本施設の所有権を移転いたしまして、

事業期間の15年が終わりますまで、本施設の運営及び施設の維持管理を行う事業方式となりま

す。市に所有権を移転することによりまして、国から整備補助金に当たる交付金が約１億2300

万円受けることができる、そういう面も判断いたしまして、このＢＴＯ方式を採用したところ

でございます。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） ＢＴＯでございますけれども、今の説明では、民間業者がＰＦＩで建

てると。土地は茂原市ですけれども、建物の所有権を茂原市に移管するということですけれど

も、業者のメリット、茂原市のメリットをあわせてもう少し言ってもらえますか。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 15年経過した後に所有権を施設に移転する方法など、ＰＦＩの

中でＢＯＯ方式とか、本市はＢＴＯを使いましが、ＢＯＴ方式などがあります。事業者にとり

ましてのメリットといいますと、建物を15年所有することによって固定資産税の賦課が発生い

たします。しかし、本市にはその方式ですと国の交付金の活用ができない。ＢＴＯ方式ですと、

逆に事業者は固定資産税の納付はございませんが、市は１億2300万円という交付金の活用が図
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られることで、比較検討した中で、この方式を採用いたしたところです。以上です。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） 次に、ＰＦＩによる業者の選定という形で決まったわけですが、その

選定の方法、また、経緯等についてお願い申し上げます。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 事業者の選定方法は、民間事業者の設計、建設、運営、維持管

理の提案の内容と、そして建設から15年間の給食運営、それまでの金額を総合的に評価いたし

ます総合評価一般競争入札の手法を取り入れました。選定の経緯でございますが、昨年７月に

入札の公告及び通常の契約では、仕様書に当たる要求水準書というＰＦＩ独特の必要な書類を

公表いたしまして、９月１日に参加表明を受け付けたところでございます。その結果、１グル

ープから参加表明がございまして、10月末の提案書の締め切りにて受理をしたところです。事

業者の選定に当たりましては、外部有識者３名、市職員２名で構成するＰＦＩ専門委員会を設

置いたしまして、提案内容について約１か月にかけて吟味し、昨年12月16日に選定委員会を開

催いたしました。提案事業者からは、設計、建設、運営などに関する事業グループの関係者10

名が参加しまして、プレゼンを行い、その内容を審査いたしまして、落札決定となったところ

でございます。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） もう一つ、この件に関しては外部有識者３名ということですが、職員

は関係職員が出たんでしょうけれども、その辺はどんな関係者ですか。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 有識者３名につきましては、建築に関しての専門的な知識を有

する大学の先生、栄養学、厨房機器などのＰＦＩ事業に関しての選定委員の経験の高い栄養大

の先生、そしてＰＦＩの選定委員会などを幾つかの自治体で経験している大学の先生の有識者

３名でございます。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） 次に、建設費は60億円という形の中で、予定価格65億円余です。その

中で建設費、運営費、全てが込み込みなっていると思いますが、建設費はどのくらいかかるの

か。また、その残りが運営費になると思うんですけれども、その辺の説明をお願いしたいと思

います。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 
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○教育部次長（久我健司君） まず、建設業務に関する費用といたしましては23億8851万2000

円余でございます。この中には、建設費のほか、設計や工事監理、厨房機器の整備、事務室・

研修室等の施設備品の導入費用を含んであります。維持管理運営業務の費用といたしまして、

40億9604万円余を予定してございます。この中には15年間の調理に当たる人件費、光熱水費、

配送費の運営、また、建物附帯施設に係ります維持管理や清掃、調理設備の修繕、維持管理を

含んでございます。その他、開業準備費用などに約3000万ほど予定されております。以上でご

ざいます。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） こういうような取り組みは初めてですから、私どもも勉強をしたいと

いうことでお尋ねをしているわけです。ＰＦＩに参加したいという業者が１社であったという

中で、その会社は一貫してやらなければいけないというのがＰＦＩだと思うんです。運営をや

る会社が建設するということですけれども、建設には不向きなわけですから、一貫して建設会

社と組んで、そういう会社をつくれというのがＰＦＩの手法なんだと思うんです。そういう中

で、会社の運営等には目的会社をつくったと思うんですが、いつ設立して、また、その目的、

ＳＰＣ（特別目的会社）の構成メンバーについてお尋ねしたいと思います。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 今回の議案の契約の相手方であります株式会社茂原学校給食サ

ービスの設立ですが、設立日は平成30年１月18日でございます。選定委員会で選定された後に

設立していたという経緯がございます。 

 また、その構成メンバーでございますが、代表企業といたしましては、調理、配送など運営

を行う東洋食品でございまして、構成員として、建設を行う東和建設工業株式会社、地元企業

の日伸建設株式会社、神明建設株式会社、維持管理を行ってまいります伊藤忠アーバンコミュ

ニティ株式会社、厨房機器の整備を行うタニコー株式会社、資金面のアドバイザリー企業とな

っておりますＮＥＣキャピタルソリューション株式会社の計７社が構成メンバーとなっており

ます。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） 過去においても、東洋食品が共同調理場のほうの運営はしていたと思

います。そこが今回も手を挙げてきて、引き続き茂原市の学校給食に携わりたいということだ

と思いますが、東洋食品は、本来、本社が東京だと思います。こういう形でとると、地元に会

社があるよという形をとらざるを得ないわけで、発表によれば、茂原市に事務所をつくったと
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いうことになっておりますけれども、それでよろしいんですか。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 業者を選定しました後、協定を結んでいくわけですけれども、

その中で、より施設運営、建設に当たるために、市のほうから、新たなＳＰＣ（特別目的会

社）設立に当たっては、本店所在地を茂原市内にするという条件を付してございましたので、

茂原市内にＳＰＣの事業所が設立されたわけです。東洋食品には、市内には営業所等はござい

ません。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 竹本正明議員。 

○20番（竹本正明君） 先般、各市の予算の概要というのが新聞の中に載っていたわけですが、

その中で、習志野市が給食センターをつくるということで、これについて16億円余の予算が載

っていたんです。これはどういうものなのかなということで尋ねてみたんですが、茂原市と同

じようにＰＦＩ方式で給食センターをつくるということで、茂原市は6500食、習志野市では

8000食ということだったんですが、その中で16億円を一般会計予算に入れたんです。これはど

うしてかということを尋ねて、茂原市はＰＦＩでやっていくわけですから、そういうものがな

いですけれども、16億円を市自身が起債で調達する。そのうちの16億円に対して、２億円の補

助金が文部科学省からはもらえると。そして、残りの14億円の90％に有利な起債ができるとい

うことで一般会計に載せたということなんです。その起債というのは、学校教育施設等整備事

業債ということで、こういう形がとられているんです。 

 きのうも、私、言いましたけれども、国やいろいろな制度、そしてまた補助金制度をよく研

究しながら、取り入れながら、茂原市の財政にどんなに軽減になるかというようなことを考え

ていく必要があるよということを再度ここで申し上げますけれども、例えば茂原市で65億円の

うち10億円でも起債してやっていくと、それに対する補助対象が出るよと。あと残りは、今言

ったような教育債によって国が面倒を見てくれるよというようなことがあるわけです。今後も

各般にわたっていろいろな事業を進める中で、茂原市はお金がないということが第一にあるわ

けですから、その辺をよく研究してもらいたい。そういうことで質問を終わります。 

○議長（鈴木敏文君） 他にありませんか。三橋弘明議員。 

○19番（三橋弘明君） まず、ＰＦＩ方式で行うということで、15年間にわたって年間４億

1200万円業者に支払うと。そういう中で、実質的な金額は幾ら増えるのでしょうか。 

○議長（鈴木敏文君） 当局の答弁を求めます。教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 議員御質問のとおり、年間の支払い額は、平成31年度は少し多
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めになりますが、平成32年度以降は約４億1000万円を支払っていくような形になります。この

中には、運営費プラス建設の一部も入ってくることになりますが、現在、共同調理場と市内の

４つの学校に単独調理場で給食は賄っておりますが、その年間の維持管理費用がおよそ３億円

でございますので、１億1000万円の増額と見込んでございます。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 三橋弘明議員。 

○19番（三橋弘明君） 市の財政的には１億円でも15年間は大変だと思いますけれども、ＰＦ

Ｉ方式でメリットもあると思います。 

 次に、そういう中で、6500食と。中学生は315円、材料費ということでもらっているんです

けれども、実質的なランニングコストを入れたときに、概算で結構ですけれども、１食当たり

幾らくらいになるんでしょうか。 

○議長（鈴木敏文君） 教育部次長 久我健司君。 

○教育部次長（久我健司君） 先ほどお話いたしました年間４億1000万円というものをベース

にして考えさせていただきます。15年間の調理等の運営及び維持管理に要する総額が約40億

9600万円になりますが、１日6500食の給食を年間200日、子供たちに提供した場合の１食当た

りの金額は約210円、そして小学生の場合、食材費が270円ありますので、それを加えますと

480円、中学生の食材費315円を加えますと525円になります。以上でございます。 

○19番（三橋弘明君） ありがとうございました。 

○議長（鈴木敏文君） 他にありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第30号「茂原市道路線の認定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第31号「茂原市道路線の廃止について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第32号「副市長の選任につき同意を求めることについて」質疑を許しま

す。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第33号「教育長の任命につき同意を求めることについて」質疑を許しま

す。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第34号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」質疑を
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許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第35号「指定管理者の指定について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

 なければ、次に議案第36号「権利の放棄について」質疑を許します。 

（「なし」との声あり） 

○議長（鈴木敏文君） なければ、質疑を終結します。 

 ここでお諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第５号については、11人の委員をもって構成する予算審

査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することとしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鈴木敏文君） 御異議ないものと認めます。したがいまして、そのように決定しまし

た。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議長から指名します。 

 その氏名を事務局長に朗読させます。 

○議会事務局長（三橋勝美君） それでは、申し上げます。 

 １番 飯尾 暁議員、２番 石毛隆夫議員、３番 岡沢与志隆議員、４番 大柿恵司議員、

６番 向後研二議員、８番 はつたに幸一議員、９番 小久保ともこ議員、10番 田畑 毅議

員、12番 前田正志議員、16番 細谷菜穂子議員、20番 竹本正明議員。以上でございます。 

○議長（鈴木敏文君） 以上の11人を予算審査特別委員会委員に指名します。 

 続いてお諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第32号、第33号並びに第34号については、人事案件のた

め、会議規則第37条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鈴木敏文君） 御異議ないものと認めます。したがいまして、議案第32号、第33号並

びに第34号については、委員会付託を省略することと決定しました。 

 なお、その他の議案については、お手元に配付の議案付託表のとおり、各所管委員会にその
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審査を付託します。 

                ☆            ☆              

休 会 の 件 

○議長（鈴木敏文君） 次に、議事日程第２「休会の件」を議題とします。 

 お諮りします。明３日から15日までは予算審査特別委員会審査、報告書作成等のため休会と

したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鈴木敏文君） 御異議ないものと認めます。したがいまして、そのように決定しまし

た。 

 以上で本日の議事日程は終了しました。 

 次の本会議は３月16日午後１時から開き、議案等の総括審議を行います。 

 本日は以上で散会します。御苦労さまでした。 

午前10時41分 散会 

                ☆            ☆              

○本日の会議要綱 

   １．議案第１号から第36号までの質疑後委員会付託 

   ２．休会の件 
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○出 席 議 員 

議 長  鈴 木 敏 文 君 

副議長  中 山 和 夫 君 

      １番  飯 尾   暁 君   ２番  石 毛 隆 夫 君 

      ３番  岡 沢 与志隆 君   ４番  大 柿 恵 司 君 

      ５番  平   ゆき子 君   ６番  向 後 研 二 君 

      ７番  杉 浦 康 一 君   ８番  はつたに 幸 一 君 

      ９番  小久保 ともこ 君   10番  田 畑   毅 君 

      11番  山 田 広 宣 君   12番  前 田 正 志 君 

      13番  金 坂 道 人 君   15番  山 田 きよし 君 

      16番  細 谷 菜穂子 君   18番  ますだ よしお 君 

      19番  三 橋 弘 明 君   20番  竹 本 正 明 君 

      21番  常 泉 健 一 君   22番  市 原 健 二 君 

                ☆            ☆              

○欠 席 議 員 

      な  し 

                ☆            ☆              
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○出席説明員 

市 長 田 中 豊 彦 君  副 市 長 永 長   徹 君 

教 育 長 内 田 達 也 君  総 務 部 長 中 村 光 一 君 

企 画 財 政 部 長 十 枝 秀 文 君  市 民 部 長 板 倉 正 樹 君 

福 祉 部 長 鶴 岡 一 宏 君  経 済 環 境 部 長 山 本 丈 彦 君 

都 市 建 設 部 長 正 林 正 任 君  教 育 部 長 豊 田   実 君 

総 務 部 次 長
(総務課長事務取扱)

 岩 瀬 裕 之 君  企 画 財 政 部 次 長
(企画政策課長事務取扱) 

 山 田 隆 二 君 

企 画 財 政 部 次 長
(市民税課長事務取扱) 

 麻 生 新太郎 君  市 民 部 次 長
(生活課長事務取扱)

 岡 本 弘 明 君 

福 祉 部 次 長
(社会福祉課長事務取扱)

 鈴 木 祐 一 君  経 済 環 境 部 次 長
(農政課長事務取扱) 

 木 島 明 良 君 

都 市 建 設 部 次 長
(土木建設課長事務取扱) 

 大 橋 一 夫 君  都 市 建 設 部 次 長
(都市計画課長事務取扱)

 河 野 宏 昭 君 

教 育 部 次 長
(教育総務課長事務取扱) 

 久 我 健 司 君  職 員 課 長  
 

渡 辺 裕次郎 君 

財 政 課 長  斎 藤 洋 士 君     

               ☆            ☆              

○出席事務局職員 

 事 務 局 長          三 橋  勝 美 

 主 幹          中 田  喜一郎 

 局 長 補 佐          渡 邉  みゆき 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


